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資料

甘薦作地帯の農業経営

沖縄本島南部地区東風平村 Yo部落の調査

池原真一本

Shinichi IKEHARA: Farm management survey 

in the region of sugar cane cultivation. 

-Yo. ViIIage， Kochinda-son， Southern 

District of Okinawa proper. 
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この調査は，沖縄本烏南部地区で甘煎の作付面積が第 3，収穫高が第2の地位を占める東風

平村において，煎作農家の経常の実態を把握し，経営の合理化を推し進めるための一つの階梯

として行ったもので，調査部落は戦後甘煎の 10アール当収量が顕著に仲ひ、た Yo部落を選定

した。

甘煎:は調査村のみでなく沖縄における換金作物の大宗で，糖価の高低と収穫高の多少は農家

経済に影響する所が大きし、。耕l1i面は今迄本土政府の特恵措置により安定が保たれ，収穫高の増

加は従来主として栽培法の改善，品種の改良，風害，干害および病虫害の防除徹底によりなさ

れてきた。新品種の導入が多収をもたらした点および風害，干害のない年に収量の増加が顕著

であった事実等は今迄幾多経験した所である。然し経口の合理化の而から甘煎作の適正規模

の問題，耕地の合理的利用，経済性の国から会植十株出の 2年2作と夏植+甘藷の 2年2作の

引の比較研究が従来余りなされていなかった織に思う。

之等諸事項の研究は沖縄における農業経常の合理化および甘煎作の振興上優先さるべき問題

であると，思う。

本報告書は，東風平村および Yo部務に於ける一般概況調査と 15戸農家の聴取調査の結果

を取まとめたものである。

調査の施行に当っては，政府経済同糠業課，東風平村当局，特に経済認の知念亀助氏，東風

平村農業協同組合， Yo部洛の区長および調査農家の方々に一方ならぬ御協力を頂いた。厚く

創l礼を l村上げると JI~に調査部落の今後の発展を祈って止まない。

1. 調査村の概況

1) 自然的条件

調査地の東風平村は，沖縄本島，南部地区の中央部に位置し，東は大里村，具志頭村，商は

兼城村，市は三和村，高嶺村，北は豊見城村，南風原村に接続し海に面しない純農村である。

*琉球大学段通〈政工学部農学科
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出回は 17.4km，東問 3.2km，南北 6.3kmの細長い村で，総)日積は 1573ヘクタールでそ

の大半がγ:j:fl地で且つ地味も肥えている。河川Iは村を的断する報徳川と依iJ.1i川の 2つあるが常

時水量少なく村内の大部分の水田は水不足に悩む天水田である。従って 2j切作が|越のため収

穫特無の年もある。交通は村を雨北に縦走する幹線道路のタト，公i立が櫛Aしパス， トラック，
三輪半の使がよく，那樹市へ 30分，糸満町，与那原町へは夫々 20分前後でJ'I]おする距離に

あって，交通の而では恵まれた村である。
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第 1図東風平村地図

本村の士壌は第3紀泥灰岩土壌(俗にし、うジャーガル土壌)がが08割を，J:iめ，万m瑚1Il火山トー

壌(俗にいう島尻マーヂ〕は僅かに点、1'Lするにすぎない。泥民主「;土壌は強い粘土質l".JJ<で，有

機物は少ないがよく肥えた土壌で生産力も高い。

気象条件は第2表に見る如く，戦後5カ年間の平均気温は 22.5度 (C)で，最高は 7)]の

33.2皮 (C)，最低は 1，2月の 8.9度 (C)，X降水量は年間 2298.6mmで，その 6'，'日Jiliく

が5月から 9月に集中し，その他の月は略平等に降っているが 12月は一番少なし、。
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附名!地

3i 1衣東 j，乱平村の土壌分析表

11 I..J表担 [I!f.換 l置換rKi'+.-;f;' --/-:;， :l~-I-. J* r..ff， I :腐植|全室ぷ|有効燐酸|有効)J日早|土 性酸)支;訂以 I-"'E"'I "tiN)"'HlX I 

i -1 '"1A I (). 1 L(¥I非常に多量|巾等度0.08 0.3011.741 0.160'" n;'~';:，，; =i '，~-';\x..仙土
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赤変 !035i172101601 FF | 少い | i ~.I<' I v.~vvl (19.5) I (21) I 
i {¥ 'lL I 1 ..，'" I (¥ -1 Af¥1 ! !中等皮|

1.05 1 0.36 11. 72 1 0.1491 (19'.2) 1 c'z3.'(i) 1 
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東川千村|畑、問
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備考経済見j農務課資料より

汀i2表気象条件

、ド均気温

33.2 段 I"~~ " 

最低"

-'1': J:i湿度 i 80.71 74.4， 77.0飢 8l悦 0'85.01 80.3182.1179.7174.3173.7， 71.21 77.9 

降 水 量 |訓48山1れ11印23仰 612…
1口3.911竺竺竺:竺6ω竺|?竺jヤ堅竺割56.511竺吋φ…:空」子十仰!!沖一一lh川M1口山1“6日州71巾l

最献町大刻矧風附孔速 |山司7可万l瓦 1μ4 い61川山 14υ川巾71川18刊 9l川2幻孔山川3.υ叫.A444|1“6.4而|川而7云j云l-h一，1ι18.01 33幻3.0
備 J考S. 那覇気象台 1952~1956 年 5 カ年平均

2) 社会的経済的条件

成業が本村の主体産業であることは戦前もii災後も変りはなし、。昭和 15年における本村の全

戸数および全人口に対する農家戸数および良家人口の割合は各 94%，89%で，之を戦後の

1956年についてみれば，農家戸数の比率は 88%で昭和 15年によヒし若干減少しているが，農

家人口の割合は同じである。その他の産業については，商業およびサービス業が増え，工業，

斎産業は減づしている。

第 3表 p卒業別戸数およひ人口

総数 商業|其他

戸数

昭15 1751 

1956 i 1701 

備二i1 村役所資料

1956年における本村の総所得は約8S万8千弗で，之を産業別に比率で示せば第1次産業が

54.35%，第2次17ft業が 9.04仇第3次産業が 36.61%となってし、る。就業者1人当りについ
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てみれば，第1次産業が約 22591l，第2次産業が約 336:Jjl，第3次産業が約 379弗で全産業

の平均は 350弗である。 1人当所得の最高は軍作業の 400リIlで，次いでサービス業の 392リIl

の順，第 1次産業たる農林業は最下位である。

2. 調査村の農業概況

(イ〕 農家および人口

本村の農家戸数を専業，兼業別にみれば第4表の如く，専業農家が944戸で全戸数の 62.5弘

第 1種兼業農家が 19.5%，第2種兼業農家が 18% で，専業農家の比率はl判部地区の比率より

も高し、。

第 4:衣 経営規模別， 専業兼業別農家戸数

凸
リ
一

計

一
7

一

合

種

業

6

2

2

 

第
兼

種
業
一
3

一

1

一

O
一

制

策

兼

一

L
C

一

げ
均

一

劇
団

-

引
白

一
業

一
4
一

専
・

一

ro
 

A
V

一

数

一種
業
一
9
一

内

ru

一
勾‘d

一

第
兼
一

一

種
業
~
4

実

一策
兼
一

↑

一
家

一
戸

一

農
一
日

一

業
一
専

一一
下

一

I
A
一

t
E
，
 

-了
一

ア

一

一

0

一10 ~ 30 a 232 62 134 428115.4 I 4.1 8.9 28.4 

日::ー::11711:|二三:|:;;1::lJJ-Z 
aケ ?と 2;|サ|占|長岡;:Iぷ
備 考 村役所資料 (1956年 10月〕

専業農家を階層別にみれば， 30~100 アールの階府の農家が 56% で ， 30アール以下の農家

が 32%，100アール以上の農家が 12% となっている。

本村の自小作別農家数と割合は第5表の如くであって，1956年の割合についてみれば自作は

南部地区より も少ないが，自小作，小自作は多く，又小作は随分少ない。

第 5表 自 小作別 農 家戸 数

日 iAftJ7工lJ;2lih717ifl-己
均年 一一 竺 !モ:[~lT I--;8-1三EJ亘152l Ei E157
1956 :東風平村 l併1j 4751 3101 841 1510142.5131.5 I 20.51 5.51 100.0 
年|五ふ函-日…iS369-1玉石|瓦示12云iillEJEij瓦:子11-;-.3Tl瓦瓦
備 考 東風平村の分は村役所資料， 南部地区は琉球農林統計表よ り

農家人口の推移は第6表の通り で，農家総人口に対する可働者の数は毎年減少 し，非労働者

の数は僧加している。 可働者の減少は村外への出稼者が多いためであろう。男女別に見れば

1956年は前年に比 して男女各々 15%の減少である。



IJ'Jl票作地帯の農業経営 113 

百J働者のJt不は南部地区の平均に比すれば高い方である。

第 6表農 家人

;定 数〔人)削合 oの

J 数日円 i-:;~-*-- i~~t"l~OJ i ~ 干
男女 IJ十 !3j|女 |計 |男 |女 |計l男 |女 l計

1954年 I36191 41121 7731 1 19201 21吋 4103146.8153.2100.0124.81見 3153.1 

3亘子 副ふL副主1_._2~7:1二一j空空~Iτ戸岡Zτ不訂;ζ五7. 41ユ~I凶-丞忌討空』?lF阿f可而珂j示瓦雨珂j可ふ司. 0司OOl31回31h竺竺り|竺竺:空坐?巴恒? 
附 干引!円武則司吋ζγ判空切I3…ω門i4 
年 !南部叫 57664

1

仰 911附 1237891 23720 1 叩91 特 1 1 5 1. 9 : 100 . 0119.8 ~ 19.7139.5 
俄考 1. 可働者の剖合は総人口に対する もの

東風平村は村役所資料よれ南部地医は琉球農林統計表より

経営規模別に見た村の農家戸数とそのおl合は第7表の通りである。規模別農家戸数は，

第 7表経営規模別農家戸数と割合

5 TールI5~10 a 1 1O~30 a ! 30~50 a I 5?~ _ 1 12~~ ' ~，ゆOa 計
未満 1">'-W"IW'-">V"i.JV'-.JV"1100a I 300a J孔 上|

1954年 49戸 93 I 338 : 431 I 481 I 93 i ー I1，485 

割合

:;!;;!?昨日;ト;;;ill-JJil 
15611;:1ji U←174kl::: 
10~100 アールの階層の農家に略等分に分布し，それ以上或は以下の階層の農家は至って少

ない。 100アール以上の農家の割合は地区の割合よりも高く，100アール以下の農家の割合は

地区の平均よりは低い。 300アール以上の農家は 1戸もなし・。

(ロ〉農地

1956年の土地台帳面に於ける農用地の商種は第8表の通り で，総面積におし、て戦前の昭和

12年に比し 3万アールの増反となっているが，逆に耕地面積の方は2万アール以上の減反で

ある。
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第 81< 11是川地の 構 成

雄叫II'"I 同 I i 

1fT11「!;私i吋 fi|ll 1. _._ ..1 :;~ ;:れ!lì百 : 宅地 1 J七他 |京JIIl也
(a) ! .水川 | 知I 1 計 |何判、 i公布 |私有 計 ，

BÈl η i lマ， ??GI 3竺戸， 000195 ， .8~Oi ll ， 680i. - 1竺:~I川竺i や 1 _8 ， 14~ 1 3， 1叫 一
I "tC'Jf'¥f'¥ I L' ~ !"'I¥t¥i，.，..， "'''1''¥ L' 1"¥110 10 1'¥ ，"Ir "'....n.'1r !"， A I'¥I 111'¥ '，，1"¥ 0(¥1¥1..('¥ {¥')(¥I原野 300

竺?竺竺竺3や?J65，5??[3， 30? _~!4~i 竺 i3竺~36，~?: . _~?_[10，戸川
書IJ 合

昭凶 100.012.95 I 71.0 73.95 ~ 9.0 1 - :__8.35 ~.35i 0.02
1
. 6.27
1 

~..41 
一附 1100.0I示81…。|」97811 iJ10 1 124711 U81 0叫7391 13 541 02 
備考村役所資料より

自小作別に見た耕地而積とその割合は第9表の如 く， 1956年の自作I民家の経科:ifti積は前年

に比し 8~も強の減少なる も，自小作成，小自作e~ ， 小作f良家の経r引用積は各 7~ら ， 39%， 33% 

の増加となり， 総経常而積において 2% 強のJ曽加となってし、る。
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|日作 |自'H'F，小自作|十 fド ~._f. ..I..t:i色目、何十[j作l小作

円 七一
140，28山旬。1_?，600叩山1115 28611331三3

1955" 1 42，012121，700 8，460j 1，838! 74，010j 56.8 1 29.3 111.41 2.5 

l東風平・村138，416123，272111，8321 2，440 75，960' 50.61 30.6115.6 i 3.2 19561=""' ""1 
~V， ，>vl ~~ ， ~'~I >>， v ~~1 ~ " 'V  ' ~， / VV  ~ V. V 

1 
vv.v 
1 
>v.v 
1 

年 |南部地反阿
158剖風9仇，加24

特8日，31川3幻m刈1叩0
備 考 東風iヰ|ドP村の分は村役所資料， 1南有百部i官:上地血C似氏足正:の分は疏上球主段林統3計十炎よ り

100.0 

100.0 

100.0 

A
U
 

nu 
nu -

第 10表経常規模別市積と書IJ合

1
5a*型:5~1~ a 1_1竺?と13。竺oa 1 ._~0~10? a 1100 a以 1:.1 ;H-

1954年 150al 770 1 6，760 1 17，240 34，230 i 13，020 1 72，170 

1955 
" 

88 1 644 1 8，096 1 17，940! 35，385' 11，857 1 74，010 

東風平村 751 810 1 10，985 1 17，743; 28，351 1 17，996 1 75，960 

示品王 山oi12;必|ι而 280，… |ム 9，7401ム ，… 11，156，790

19百-ry司τ11弓ごI?_3.9-1-47.4 I 18.0.! 1両
1955" 1 

0.1 0.9 1 
10.9 24.2 

1 
47.8 
1 
16.0 
1 
100.0 

1956 1
東)肝村

I
0.1 
I 
1.0 
1 
14.5 
I 
23.4 I 37.3 I 

23.7 I 100.0 

|南部地区 i 04 i 16 | 123 | 242 | 337 i27.8 i 1000 
備考 東風平村の分は村役所資料，南部地区の分は琉球投林統計表より
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経?:{'規棋別にみた木村の耕地i面積は第 10表の通りで，1O~30 アー ル!斡肘の経斜面積は毎年

地加し，それ以外の各附J~iの経':;í:l~i積は何れも一進 一退とぶつた所である。

1956 {fにおける 1O~30 アールおよび 50~100 ア ールの断府の経?立面積の割合は出部地区

の割合よりも高く，その他の各陪炉iのi面積の割合は何れも南部地区の割合より低い。

本村はj，'uD1H也市fliJ村にかこまれている関係上出入作而積が他の市町村に比 して多い。日IJち第

11表の初lく， 入作が8カ村，tH作が6カ村にまたがっている。入作!日積は断然南風原村が多

t全体の 60% を市め，出作I(li積は兼城村，高嶺村に多く，総而積に対して夫々 5670，26% 

で， 両村合して全体の 84% を，J]めている。両者・の総而積におし、て出作の方が入作よりも 840

アール多い。

第 11表出 作，人作 if1I t責

入 イ乍 出 作

十畑 rn 言計十 | 畑 | 口凹1 1 ii計

此賠胸叩叩叩山忘臼剖訓diiMぱ取附J且川iバキ;; i ω則…1I 戸一片jh| 8??戸~ -+- :ム01---:よJ4l1 叩
rTrJ悩村[
豊見城村 1 

iλ一正宍…止一t7|ふ而一l: l 6コ;~ I 討=引41(:i 
玉 城 村 1ω8: 1日1I 2却9 I 一| 一|
大尽村 482: 168 1 650 1 32 1 22 I 54 

11 18叫1.158 !必い刈 6~6- I-lo云2
備 考村役所資料より

l長家 1Ti":j耕地i!n積は第 12表の通り で， 1954年以降毎年少しづっ増反され全琉および南部

地区の平均を上廻っている。水田は 1956年頃迄は毎年少しづっ増反されているが， 1957年以

後給制の値上りと米価の下落に刺殺され天水田を甘煎畑に切替える農家が続出，ために水田は

減少 し畑は増加lした。 この現象は今も尚統'けられている。

第 12表農家1戸当耕地面積

: I 1956 
1954- I 1955 ;一一一一ーて一一一一一「←ー，

¥ - ¥東風平村門戸空i刊誌

I ~--- -1山己-i-8乙12 l-竺
-JL141U 二 I4-1~__1 竺土 lf?
J 1. ! 4-8.1 1 4-8.6 I 50.5 I 4-8.3 1 4-5.4-

備考 全琉球及び有部地区の分は琉球農林統計表よ

り，東風平村の分は付役所の資料
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(ハ〕 豊島作物

本村の栽培作物は第 13表の如く，その種類が多く ，中でも作付面積の多いのは甘藷で， 大

豆，甘煎，水稲の)1顕である。換金作物の大宗は甘皮で， 1955年の村の調査によれば， 甘煎の

売上金額は 222.8千弗，豆類は 37千弗，読菜類は 9.9千弗，いも類は 7.3千升jで，廿煎の

収入が全体の8割強を占めている。

本村の主要農作物は， 甘藷，甘煎， 大豆，水稲でその作付面積は第 14表の如く，その比率

に於て以上の4作物が 95.2% を占め， 中でも作付比率の多いのは甘煎で全体の 42.2% を占

めている。 甘熊の比率は 19 . 8% となっているが，変:植甘熊の植付期 (7 月 ~8 月)以降 12 月

の収穫開始前迄は，本年末から来年の 3，4月迄に収穫する甘煎と， 来年末から翌々年の 3，4

月に収穫する甘熊があるので作付率も前期の 19.8% がその倍或はそれ以上に上ることもあり

得る。

第 14表 主要農作物の 10アーノレ当収量と作付率

10アール当収量

ー一一一己主竺 i ~竺竺I__!~竺ι
東風平村の J 同 左の
作 付 開 l作 付率

ゴ一戸-!-L竺日I 1，竺竺I_ ~竺75咽 37竺竺 一 42 . 2%
甘 熊 5， 726 7，751 10，302 17，830 19.8 

水稲 255l I 275 l I 238 l: 10， 510 11. 7 

大 豆 131 I 153 164 19，30o 21. 5 

其他 一- I 4，320 4.8 

備 考 東風平村の分は村役所資料，全琉，南部地区は琉球農林統計表より
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主要農作物の 10アール当り収量は，甘煎，甘藷，大豆は南部地区および全琉平均よりも高

く，水稲は 1期 2期共に低い。主食の自給度は 20%内外といわれている。

耕地の利用3~~は水田が 152%，畑が 128% である。水田，畑ともに利用率は低し、が，之は水

田の場合天水田が多く 2期作が作{、l不能の水田あるによる。畑の場合は;丘岡期間の永いit煎の

作付が多いためである。

(ニ〕家畜と農機具

本村の家高頭数および飼育戸数の変遷をみるに， 1954年以降牛および豚は頭数，飼育戸数

J七に一進一退の状態で，馬および小家畜は頭数，飼育戸数共に減少の傾向にある。

第 15友 家若手の飼養頭数と飼養農家戸数

飼養頭数 飼養戸数

Lì: 土豚 I~+I___!_
1954年 1262 1 58 2，5291 1，1621 4，416:1 232戸I 58 I 1，050

1 

690 I 979 

J五五三瓦1- S8_r3~;7:01示一元日1-;-1 1，翌日日正
附 11 276 i 56示 11，6901間同 15611:2211 削 I 580 

備考村役所資料より

1958年の家畜頭数は，牛が 259頭，馬 72jjJj，豚 5，182頭，山羊 1，417頭，家禽 2，065

;j;Jで，之等家畜の生産する厩肥の産量は年間 13，037千 kgといわれ，之を堆肥の産量 2，518

千 kg'と合して， 15，555千 kgの堆厩肥が本村の耕地に施用されていることになる。之を耕

地 10アール当りについてみれば 2，127kgに当る。

農機具については最近の資料はないが，畜力及び動力用農機具は少なく，殆んど人力農機具

依存である。 1958年以降動力耕転機が7合導入され， 12 月 ~4 月の農繁期労働のどークを崩

し，大豆や甘藷の適期植付に役立っている。

3. 調査部落および調査農家の経営状況

1) 調査部落の概況

調査村は往時， K， T， Yo， Kl， A， ARの8巳からなり，爾後邑の分割統合が行なわれ，明

治 36年の土地整理により， TM， Yo， T， K， S， G の6つの大字となった。降って昭和 23

年6月部落の分割が行なわれ，現在は東部に K，1， U， Y，南部に T，Yo， Ta，西部に S，To， 

Ko，北部に G，H， TMの 13カ部落となっている。調査部落は南部の Yo部落で役所の南

方凡そ 1kmの地点にあって公民館活動等で名をあげた純農村である。 13カ部落中第3位の

第 16表 白小作別農家戸数と岡積 (Yo部落〕

戸 数|面 積

一一町一型|土町1~'fF ιI_!J_~ー竺|叩jkrif一
一戸己竺 68 引:， ~~~al 2， 730土や|三竺m
195511 I 98 I 48 I 18 I 9 I 173 I 4，520 3，710 I 580 I 160 I 8，970 

ム5611 1， 1ω32 I~-I 14 I 1691 6，320 2，170 4品川子同五
備考村役所資料より
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大きな部落で，農家戸数は 169戸で，農家人口は 965人である。

調査部落の自小作別農家戸数は第 16表の如く ，自作炭および小作農は年々泊加し自小作l長

および小自作農は減少の傾向にある。又之等の面積も自作農小作農はよ曽加し，白小作成および

小自作授は減少している。この傾向は村とは逆の関係にある。

第 17表 農家人口と農業従事者 (Yoi';li落〉

農家ム~ ._1 一段竺従一
一 | 竺 I__.~j. 男 J 七| 計

1954年 i 503人 562 I 1，065 I 249 I 333 582 

1ーヶ 510 ， 572 ! 円2 2臼一|一一竺 587

附"I 一 -i 965; 159 1 163 1 m 

備考村役所資料より

Yo部落は農家人口および農業従事者数ともに 1955年は 54年に比し滑加しているが， 1956 

~は 55 年に比し，農家人口は 1 割強の減少であるが，農業従事者数は 4iliIJ'J虫も減少している。

1954年，55年は農家人口の略半数が農業従事者であるが，56年はその 3分の 1が民業従事者

となっている。

都港の経営規模別農家戸数は第 18表の主11く，100アール以下の農家は 169F中， 159戸で

総数の 94% に当り， 100アール以上の般家は僅かに 6% で， 村平均の 9.9% よりも低い。

第 18表経常規模別農家戸数 (Yo部務〉
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備考村役所資料

第 19表 部落別家子百頭数 (1958年 11月現;(1)

部落 |農家 l ノi会 ， ，(t 
|戸数 l 

K 附 58

T 211 I 26-....9 

1下不可I刑嗣e-l0al厩肥の
以 数(当施m蹴 I'1'州民
1.006 I 2， 310kgl 2，889 f"kg 

0.957 I 1，970 1，714 

Yo I 165 38 2 I 485 184 I 286 I 0.959 2，090 1，338 

s I 142 35 1.180 1，950 1，363 

Ko I 122 20 1.223 2，268 1，298 

Tm' 120 14 i 7 I 400' 163 I 247 0.998 1，837 1，038 

備考 1. 4乙表は農家戸数 100)_'以上の部務についてのぷi]i笠である
2. 1 f I当頭数は大家告に換算した数である
3.東)バザ・村農協の資料より
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米itfのD，dJ'd.iJl数は村内 13カ部部中，牛，山羊，鶏は第2位で，豚は第5位， 馬は第11イ立
大詰ピ市換t~(に於ける 1 Ti当飼WllJj数も第 11位である。

!日・記家浴のノtiliiする!日1肥の度量を村内13力部洛中農家戸数が100μ以上の6カ部落につい
てみれば Yo部治は第4位で Iく部予告の半分以下である。しか しが秋に於ける椛肥の製治高は

308，138 kgで村内でも第4位にある。之等市政)犯の施用主主を 10アール 当りにつし、てみれば
13部浴中第8位， しかし村の到達目標たる 10アール当 3，000kgにはまだまだ遠し、。
2) 調査農家の経営状況

第20表は Yo部務 165)i中より 15戸だけ抽出して聴取りによ って調査したものをまと
めたものである。

iP! ;;lCll性--月出昨叶!引片昨山h山!4位昨山山iAk白血ιUiりりi札Iυ![LLUげ11川J;l川J;!!!車!!11r「!1::「一!;了1I!:;71:;::l!1制緋t
1巾lい14ヤ2人[い川」イlい10司;Hlム三|二ぺ¥1l; ?hつl戸?| T 1 |r川2叶| 
2! ~ 11 ! -:，40 :80 /山6，7二 lEfjlれl- 1llid-l
l円:1=1門お別「一31?ア十lf「十円門8幻削川……3υ川山31川川山1口川川1口…1円?“九り勺;?Iイl二二て113J1叫山叫l:f! 1 !一V一7:iじ=1日:: ~ 1ft;ドγ11ドト寸十一
51ll川;UIに1:1に川!に川昨叩U口:1午r中::(下ryJ円ロ一1ア!1r!「Tにr;イ:寸r:;:口:止i:J江止川34Ut山|巴じ山:r:i:出::引:11
~ 1-: I : i- …。 ! ~~:;I ~6j凹 6.-; 1 _::--11ト一一 1|1p;|

;ill-日

(イ〕 家族員数と農業従事者

2反政数は No.5 炭家の 13 人が~nv員で ， 次いで No ， 1の12人， No， 12の11人の11出で，
少いI民家は No.2の 3人で， 15戸の平均は 7.9人となってL、る。各農家とも家族総数の多
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い割合に農業従事者の数は少ない。多い農家でも 3人，少ない農家ではたった 1人， 15戸の

平均は 1.9人である。

当部務は兼業農家が多い様である(資料なし〕。調査農家 15戸中にも 8戸の兼業農家がし、

る。兼業者の数は 15人で，多い農家は1戸から 4人も兼業者が出ている。兼業は公務員が4

人，草作業が3人， 民の作業が8人であって，氏関係の作業では琉ij(製糖株式会社の製納期の

みの就業の如く臨時的なものもある。

(口)経営耕地

調査農家中水田の多いのは No.2農家の 40アールで，No. 8， No. 15農家の如く全く水

田を持たない農家もいる。水田は殆んどが天水田で，第1期， 第2期ともに完全に収穫出来る

水田は少なく， 村全体でも4trJ程度だと云われている。水利の便が悪いために 10アール当収
量も少なく ，2期作は収穫皆無の事も珍ら しくない。最近ではかかる天水回を畑地化する農家

が増加してきた。

畑の面積は No.4農家の 128.3アールが筆頭で No.1， No. 2， No. 3農家も 100アー

ル以上である。栽培作物は甘煎，甘藷，大立が主でその他の作物は少なし、。

山林，原野は少なく，樹園地はなし、。

〔ハ〉 農機具及び家畜

調査農家の農機具の所有状-況は第 20表の如く ，畜力，動力用燥機只は少なしめんどが手

用農具である。

牛は 15農家中その半数の 8戸に 9fiJj飼われ，馬は1頭もなく，豚はitJ:豚が8頭， 仔豚が 26

頭飼われている。この仔豚の売却による現金収入は甘煎の販光収入と ともに調査農家や調査部

落に於ける二つの大きな現金収入部門である。

(ニ〉 作物

調査農家に於ける主要農作物の生産状況は第 21表の如くで， 1戸当収穫両積については水

稲の 32.6アールが多く， 次いで甘庶，甘藷，大豆が各々 17.5アール， 17.6アール， 15アー

ルとなっている。 主要作物の平均10アール当収量は， 甘熊が 10，390kgで村平均の 8886kg 

より高く ，部落平均の 11，610kgよりは低い。

甘藷の 10アール当収量は 2，150kgで， 村平均の 1，875kgより 14% も高い。水稲は1

期， 2期平均で，10アール当収量は 181 リットルで，村の 248 リッ トルよりは 37% も低

い。これは 1958年にかつてない干越のため天水田の多し、調査農家では2期作が収穫背無或は

大減収をきたしたためである。

大豆の 10アール当収量は 155 リットルで，村の平均 164リットルよりは少なし、。

(ホ〕 労働力

農業労働は殆んど家旅労働に依存しているが， 12月から翌年 3月迄の農繁期労働は，自家

労働の不足を「ゆし、」 又は雇傭労働にたよ ってし、る。

震傭労働の多い農家は No.4で，甘庶作に対し年間 60日，稲作に対して年間 16日を){jl

il'l-':し，No. 11農家は甘庶と水稲に対し年間 60日の雇備をやっている。

4. 甘藤生産の状況

1)薦著作農家

調査村におけるHt作農家数は 1955年は 1，292戸で総ri数の 86%，1956年は 1，308).iで

総戸数の 78%を占めている。

1戸当りの煎作面積は 19551r之は 12.7アール， 1956年は 17.0アールで増加の傾向にある。
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出1出土h

調査部落の 1戸当り熊作面積は 1955年が 9.8アール， 1956年が 14.5アールで村の平均よ

りは低い。

l賢作農家を階層別にみれば第 22表の如く ，村全体としてみれば 20アール未満の作付般家

が 82%で大部分である。 50アール以上の農家と 50アール未満の農家についてみれば前者が

竿[37:::!5JU?と割引12[1
zI4Fi;川喜|子|fl:-11工|三

ム十-iili:日比lii÷11 
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1%で後者が 99%の多きを占めている。調査部落は 50アール以上の農家は 1} iもなく，め

んどが1O~20 アールの周に集中している。 158 戸の庶作成家中 70% が 10~20 アールの成

家であって， 30~40 アールj認の農家は僅かに 9% にすぎなし、。

調査農家 15戸の作付面積を階層別にみれば 10アール以下のl特例が 2}'で 13%，1O~20 ア

ールの階層が6戸で 40%，20~30 アールの階府が 7 戸で 47% となり部終の?;IJ合より高い。

2) 品種

琉球に於ける藩政時代の製糖用甘放は，在来種と読谷山種の2種が主として栽培せられてい

た。読谷山種が最初栽培された年代は不明であるが!日藩時代読谷山楚辺住の北出次良なるyg農

家が在来種中から選抜育種したものだと云われている(知花氏談)。収量，庶結合量，ともにイヒ

来種にまさるので，明治，大正年間に百って広く栽培せられたのである。当Jri]は沖縄の重要な

換金作物たる甘煎の品種改良に力を注ぎ明治 45年台湾から 161pojなる品種を導入試作した

がよし、成果が得られなかったため奨励品種となる迄には至らなかった。越えて大正 12年 12

月に大茎種 2714poj 10本を台湾総督府庶出養成所よりの移入を契機として，次々に pOJ系や

F系の品種が導入され，西原試験地や沖糖社津嘉山農場等で試作された。 poj系では最初に

2714，次し、で 2725，2727， 1499， 2878， 2883の6品種と F系の 108が試作された。その結

果，)it茎の収量や合糖量が多く，沖縄の気候，風土に適した品種として 2725pojが広く栽土台せ

られる様になった。それ以後従来の読谷山種および丘米極は年々減反し出和 14年期以後全く

後を絶った。 poj系の品種中でも 2725pojが断然多く昭和 14年期には全点、作1(li積の 98.8%

を占めるに32った。Il[Jち第 23表の通りである。

第 23表 品種別作付 l可積と割合 (8百干1114年期)

:k 数 ^ r:t 

2878 I _ . _ _ i 2883 I詰付 i2725 2878 1_ . _J 2883 1読谷|
~;~ -;~T 1 F1081 -;~I 1日量 計 ~~- I-;~j-I F 1 081-;~T 1山詰|訂

丙 ぷlーやI--5501___30 1二I_ 5~， ~501計十o ゾ O.O! - 1100.0 
111島民都 442，100 14411，929! 401 - 444，213199.50.010.4 

ムi'l'見11，485，7391 ~，:300! 2， 85~f 3勾而1，502，…55103lo2
備考糖業い報より

2725 pojは戦後の今日に至る迄栽培雨i積に於て片位を占めてし、る。 19571，1'.11月新に NCO

310， H44-3908の2品種が奨励品衛として指定され??及に努めつつある。

3) 甘薦の生産

調査村に於ける田和年間(日百平日 7 年~13 年〕の甘煎の生産状況は~} 24込:の虫11く， 7 '1'1:¥1に

第 24表 戦前の甘J終生必状況(訓資村〕

|町口74E110年 |11U 山 113{r 

栽塙出積 I53，420
1 

53，050! 53，400j 53，140， 52，890: 54，4101 50，570 

10アール山 kgl ... ，.."，. /' I-y """1"'1"'1 t"¥ .04// ..，，1 / .-y"，.... ，，1 /" //" ..，，1 
収 山|川7，バ川4初73.618，5兇86.6 7，7万55司19，1“66.2判16仇い，733.61げ6，66併4.2引19訊引，735.6
/川1'. 必量 l玖E克;44刊 2 41，4叫 48，7初O叫仏叫凡2抑6ω01 49久口，2幻3
備考糖業い報より
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おける作付If!j積の最高は昭和 12年期の 54，410アールでその後は僅かづつではあるが減反し

ている。

10アールヨ収監の最高はI昭和J13年期の 9，735.6kgで，生産高に於ても最高の年である。

調査村はii災前廿庶の作付 l国債，生産高ともに南部地区 22市町村l:p第1位であったが 10アー

ルゴ収量においては必ずしもそうではなかった。戦後も甘茂の栽培は議んであるが，面積にお

いては戦後最高の 1958年期の 21，672アールは大正の末期頃の面積におよぼす，最高年次の

昭和 12年に比すれば4割程度にすぎず， しかし戦後作付面積が年々増加している事は第 25

表にみる通りである。日IJち 1954年に 10，580アールの煎作I面積が 5カ年後の 1958年には

21，672アールと 2倍以上に仲びている。しかし戦前〔昭和 12年)への回復率からすれば前述

の立11く昭和 12年の4割といった所である。本村は米軍接収による耕地もなし、ので将来茂作面

積拡張の余地は多々あるように思う。

1戸当JI"I:作而積は戦後最高の 1956年が 17アールで，之を昭和 14年期の 35.4アールに

比すれば半分以下である。 10アール当収量はその年の気象特に台風や干舷および病虫害発生

の多少に影響きれる事が大きい。

調査村の戦後の 10アール当収量の最高は 1955年の 10，302kgで，前年の 7，329kgに比

すれば 42%の増収であり， 56年に比すれば 69%，57 '1ミに比すれば 17%の増収となってい

る。

生産高に於げるii災後の最高は 1957年の 17，177千kgで，之を 1954年に比すれば実に 2倍

以上の生産高‘である。

調査部落における生康状況は第 24表の立IJく， 1954年以降毎年増加している。即ち 1957年

は 1954年に比し，而積， 10アール当収量，生産高が各々 60%，20%， 92%の増加を示して

いる。調査部務は村内 13カ部洛中市積において第5位， 10アール当収量において第1位，生

産自iにおいて第2位を占めるj'(f;作部落で，戦後の推移は第 24表の通りである。調査部落の最

近の傾向として:支史

についても強く現われてきている。その理由として次の事があげられている。

(a) 現在の栽培品種たる 2725pojをif.tl立にして次期に株出しようとすれば一般に芽の出が

思く収量も少ない。

(b) 台風の年にぷ植は約頭部からの折損が多くそのため収量も少なく，品質や砂糖の歩留

りも思し、，ょとに北し夏植の方は被害は軽微である。

(c) 今迄夏植の収穫の時期には糖価が上り， :{長植や株出の収穫期には‘般に糖価が下落の

傾向にあった。

(d) ぷ植の組10適期たる 2~3 月は農繁期で労働競合がひどいので適期楠付けが出来ないた

めに収量も」般に少なし、。

(e) f1'flll.甘庶は雑苧:の発生時期とかち合い，除草労働を多く要する。

以との様な理由から調査部m及び農家では夏摘が多く会植や株出は非常に少なし、。
調査農家 15戸中1":'4:かに No.4， No. 15農家に保植が各々 3.3アールと， No. 8農家に株

出が5アール栽培されているにすぎなし、。この3農家の怠納株出の品種は戦後新らしく奨励1111

祁に指定された NCO310 が多い。このll山間は株出しによいので今後~部落に於けるが杭や株

UIし1ili積のW/)]日をもたらすであろう。ところがこの新品種にザコいて版作農家は次の様な欠点を

指摘している。1(IJ ち病虫c，t~ (特に市li1靭!l，)に弱し、事，プリックスが低し、こと，収穫後地の耕起

が従来の 2725poj後地に比しヅjブJがかかる。分けつが多いため刻主主や培土，薬剤H散布上不便

である。除けつ茎や約頭部は家音が余り好まない等である。しかし前記2品種は農家におけ
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る栽主主ーが目。'ui長きため例え上記の如き欠点あるに してもすぐにこの品種は不適であると結論を

下す前に，後 2，3 年間台風に対する抵抗性，会植や株出の良 2~等について栽培の経過をみる

必要があると思う。

調査農家における甘庶の生産状況は第21表の911く，収穫i釦積において 15農家の平均は 17.5

アールで， 市l積の多い農家は No.8の 28.3アールで少ないのは No.10， No. 14の 6.7ア

ールである。 10アール当収量の多い農家は No.14農家の 1，7910kgで，少ないのは No.8

農家の 6340kgで前者の略3分の 1である。 No.14燦家の 10アール当収量の多いのは経営面

積が少なく且つ地力の高い畑に甘煎の作付がなされてし、るためであり，又 No.8農家の 10ア

ール当収量の少ないのは，家から 1，000m 以上もある地力の低し、マーヂ地帯に甘煎の作付が

なされていること化学肥料の施用量が少ないためである。この農家は家畜も牛1頭，豚4頭を

飼育し，J;H既日巴の施用量も多いと忠われるが収量は少ない。

4) 砂糖の生産

本島南部地区の分蛍粉は統球製糖妹式会社により，又含蜜糖は動力若 しく は畜力利用の小型

工場により製造されている。戦前本村の産糖量は第 26表の如く昭和6年以降年々増加し，最

高は昭和 10年で 67，786挺生産されている。黒糖，白下糖の割合は前者が9割以上を占め，

後者は僅かに2分内外にすぎない。

分節糖および合蛍糖の原料庶茎量は第 27表の通りである。

分質転tf，f;"t従事主の割合は昭和 12年迄は前者が多く昭和 13if.には略同主主宛製糖されている。

第 26表 含'M糖生産i句会(東風平村，戦前〉

!竺6if"，I.._ 7____1と..1ニ!一一竺己__1 12 ーと
照 戸 1 50，一初8 1_~り~5_1_~リ竺 1~~36到竺千1 jj?'竺 i竺~~J64， 097
内下紡 146I 11，212 I 2，092 i 146 I 525 I 506 1 87 j 1，794 

計 i5正示1-50:河川7M 141友利瓦liZH- 1-6ふー
備考 1. 黒糖=1挺 72kg，白下糖ニ1挺 60kg.

2. 糖業い報よ り

第 27表 甘熊の処理状況 (東風平村，戦前〉

昭和9年 1昭和10年 !昭和11年 1昭和12年 |昭和13年

分蜜糖原料 I1見訪gl202，275 I 341，478 I 237，059 I 262，656 
合蜜糖尿料 I 670，711 I 740，065! 471，265 I 473，600 I 272，604 

ヲロー-hUJτu-I-~1-1丁
備考糖業L、報より

戦後調査村に於ける生産煎茎の処理状況をみるに第 28表の如く， 1954年から 1956年迄は

琉球製糖株式会社に搬入せられた分賓糖原料熊茎が多く， 1957年は略同量イ立になっている。

調査部務は全部分蜜糖原料として琉糖社に搬入している。

合蜜糖原料施j茎は村内9カ所の中小製糖場によ り黒糖に製造されている。 1956年の製糖場

別製造高を示せば第 29表の如くであって， 9工場の平均製糖高は 44，240kg，原料熊茎は
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第 28表 甘煎の処理状況(東l晩、内1，戦後〉

i附年 I5511 5611 

何??原ザ ifjikz| … | 
合 11 3，423 7，074 

分蜜:合蜜 1 : 0.45 I 

備 考村役所資料より

第 29表製糖場別製造高(東風平村〉

5711 

8，645 

8，323 

1 : 0.96 

..l.J_".. J;.}.J 1fJrI lkr. ~平均操業 1
l 箇所数 l 甘煎圧搾高|歩間|製糖高 日 数 1

3iJι主主日出ifjjJjI7-:
2~ /~J_1__ ，_ __~竺干 し _?_ :~I
2511 1 1 572， 058 I 9.9 56， 634 I 39 

3011 2 1 1，121，454 1 11.0 i 123，360 1 42.5 

竺乙I 1 !竺叫」竺|竺770|JI l-一一
計 9 I 3，784，788 i ー 398，166 1 196.3 1 

一五 |一一一一一-iho，Ei17l 玩ぶ i---32:-7--1-一 一
備考糖業課資料より

420，532 kg，平均採業日数は 32.7日となってし、る。 9工場の総圧搾高は 3，784，788kgで村の

総生産量の 32% に当る。 12月から主主年3月に至る4ヶ)Jの製糖期間に 30日余の操業日数は

煩し、と思う。この点製糖場の運営上今後検討さるべき問題ではなかろうか。

合蛍糖の品質について述べると，第 30表の如く ，戦前昭和 13年の本村の特等， 1等の:やj

合は 52.8%で，島尻郡(現南部地区〕の 59.2%，全沖縄の平均 57.24%よりも低い。之に

反し 2，3等および不合格糖の割合は烏尻ltJl，全沖縄のそれよ りも高し、。 品質につL、ては本村

は戦前島尻郡 23市町村中第 16位であった。

ii究後 (1956年)に於ける黒糖の特等，1等の割合は，東風平村，尚部地区，全琉球が夫々

51.43%， 37.53%， 15.54% で， 調査村は全琉および南部地区の北半より もはるかに低い。 之

に反し不合格糖の比率は戦前よ り高くなり総体的に品質の低下をきたしている。本村のJJ.1納に

ついて今後の課題は， 9含蜜工場に於ける原料貫主茎量の大量確保と， 之に伴う操業日数の延長

および171質の向上の3点にある様に思う。
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!:fi 30表 黒機品質の比較(戦前，戦後〕

合 格 糖 1不合検俗 | 
払E 数 r rJ，t "'1'l' I IY/f __ I~ '1 Ntr_ ~L ~ I格 糖

1 等 1 ・等 !二等!三等 J十 1 

11.' I全沖縄 i1，075，9481 39，566: 576，2831 331，7081 122，48811，070，1031 5，845 

HZ |島氏郡 |ム:ム|附 951-勾，903[ ~ 3î5元1 -----:;-4， o~-; I 44;~ムI ---~三五
和 I 数 I I一 寸 |一←ー 「一一一一|一 一一一1-----=-=1
jw"東風平村 52，723i 4281 27，2951 17，4461 7，2511 52，4201 303 
十 一一一一一 L二一←一一↑ ー ト 1--- 1----
コ I'，'I'J ;全 日」一一一 1_?_~~?1 5?~~~ _ _1_ _ _竺竺 11.381____99 ~~ 0.55 

L一一一_j
h: . 陪鳥¥J)川L君郡|巨)1 10∞0.01 59.8位2 2却9.84例 9.9勿2， 9卯9.58司 0.42

一r 川 l合 一一一 |十- 一一一| 一一亡二二二二_1 γ一一一一一一一一 ----1一 | 一一一一一
】-東

尖 全琉球 |41い犯刈|払 2刈 問，79処叫叫211肌 06“45i! 7M2n24仇 O仰76.5'6仇引，36矧6“1.5
---1 一一一一，- -.--1一一一一 一 一一一一 l 

|南部地区:108，463.51 10，0921 27，685.判 37，9771 30，777.51 106，532 1，931.5 
九 |数 1一一一 ¥一一一←| 一一 一|ーー |一一一|一 一一
1 )転j孔平村 7，0291 91 1，111.51 2，6961 3，0601 6，876.51 152.5 

五

六 11iリ
100.0j 13.7引 3771; 2925 1.55 

'fe I ^ ， -- ニ J一一一 ωo  12.00一一1---35 :_~~1_28 ・竺 l-f8 ヂ1.78 
合 l刷、附 J 100oi 04 15811 38刊 43判 97q217

倫巧戦前は鞍~業L、報，戦後は糖業課資料より

むすび

以上京hir'l~村 Yo 部務に於ける 15 戸.農家の 民業経'，~;_f;の実態について述べてきたのである

が，経j:fおよひ:m誌の経済収支のWiについては記帳がなされていなし、こと，調査時に甘庶の収
桜が完了していない成家が多かったこと， 聴取り調査では信願出来ない筒所が多かったこと等

で之を省l嘱した。

輪作方式については先に報作した南風原村 K部落のそれと大差がないので之も省略した。

調査村の甘成作について戦後の回復率を見るに次の如く， 1957年の回復率を戦前の昭和 13

年と対比すると，収穫l而積，10アール当収量，生産高は夫々 38%，91%， 38% で面積と生産

高はやっ と3分の 1，10アール当収量は戦前の水準に接近しつつあり I而積の回復率 38% は

1:-琉平均の 63%，南部地区平均の 82% より非常にイ尽く， 10アール当収量の 91%は全琉平

均の 60%，南部地区平均の 43%よりはるかに高い。

1957年; 63 82 38 60 37 1 35 

甘m:作に関する調査村の今後の課題は，先づ作付面積の増加が優先されるべきであると思う。
市による接収耕地の少ない本村として前記の 38% の回復率を 70~80% 以上に仲ばすことは
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大した至難の事ではないと思う。増反の対象は天水田Cli災後畑から水回に切替えられた所)の

畑地化，荒蕪地，原野の開墾等が考えられる。

一方 10アール当収量の増加は適期植付の励行，病虫害防除の徹氏， 自給肥料や化学肥料の

増施，或は夏植甘芳、を増やすことによって可能である。 Yo部落が夏植のみを栽培し 10アー

ル当収量の増加をもたらしてし、るこ とは前記の通りである。

黒糖品質の改善向上の問題については Yo部落の如く原料熊茎全部を分蜜糖原料に廻 してい

る所は別であるが， 村当局としては9カ所の小型工場の操業回数延長のための原料煎茎の確保

と共に将来大きく取上げらるべき問題であると恩われる。
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